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午後３時00分開会 

榊 原 幹 事  皆様、こんにちは。本日、お足元の悪い中、またお忙しい中をご

出席いただきまして、誠にありがとうございます。  

 本日、司会を務めさせていただきます、都市計画課長、榊原でご

ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。  

 それでは、今回、第11回大田区景観審議会でございますが、本年

初めてということでございまして、齋藤まちづくり推進部長よりご

挨拶させていただきます。  

齋 藤 幹 事  改めまして、皆様こんにちは。大田区で景観行政の関係を所管し

ております、まちづくり推進部の部長をしております齋藤でござい

ます。 

 皆様方につきましては、大変お忙しい中お集まりいただきまして、

誠にありがとうございます。また、日ごろより大田区の景観行政に

厚くご協力を賜りましたことに関しまして、改めて御礼を申し上げ

ます。ありがとうございます。  

 大田区では、平成25年に大田区景観計画を施行しましたけども、

計画を施行してから約６年が経過してございます。これまでの間、

景観計画に定めている理念や施策に基づきまして、良好な景観形成

の実現に向けて取り組んできたところでございます。  

 本日は、皆様のお手元にも景観計画をお配りしてございますけど

も、これに満足することなく、より良いものに景観行政をしていき

たいというふうに考えてございます。  

 そうした中、ちょうど、大田区で都市計画マスタープランの改定

時期に当たっておりまして、この都市計画マスタープランを改定す

る過程においても、この景観というのは非常に大事な要素でござい

ますので、皆様方の忌憚のないご意見をいただければ大変幸いでご

ざいます。 

 本日は、前回の景観審議会での答申を受けまして検討を進めてお

ります今後の大田区の景観施策について、中間報告をさせていただ

きたいと考えてございます。それと同時に、今年度で３回目になり

ます大田区景観まちづくり賞を報告させていただきながら、いかに

大田区の景観というものを区民へ啓発していくかといったような



－- 2 -－ 

ことも大事なことでございますので、この点についても皆さん方の

お力添えをいただきたいというふうに考えてございます。  

 いずれにいたしましても、この会が有意義になるようにいたした

いと考えてございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

榊 原 幹 事  それでは、審議に先立ちまして、配付資料の確認をさせていただ

きたいと思います。 

 では、着座にてご説明させていただきますが、まず、配付資料の

確認をさせてください。 

 １枚目の次第ですが、当日差し替え資料を机上に配付させていた

だいておりますので、差し替えをお願いいたします。  

 １枚目の次第をおめくりいただきますと、右上に資料１、大田区

景観審議会委員名簿、その裏面に専門部会委員名簿及び景観賞専門

部会委員名簿がございます。また、クリップ留めの同じく資料１、

委員座席表がございます。  

 １枚おめくりいただきまして、資料２でございますが、大田区景

観条例等における景観審議会に関する規定でございます。  

 次に資料３、大田区景観計画策定からのこれまでの取組と、各種

景観施策の取組み検討における今後の方針について、Ａ３横書き１

枚となってございます。 

 次に、資料４でございます。今年度作業フロー、Ａ４縦書き１枚

でございます。 

 次に資料５－１、大田区の景観における重点施策の抽出、Ａ３横

書き１枚でございます。 

 次に資料５－２、重点施策の今後の取組イメージ、Ａ３横書き１

枚となってございます。 

 次に資料６、大森八景坂地区まちづくりスケジュールイメージと

いうことで、Ａ４縦書き１枚でございます。  

 続きまして資料７、第３回大田区景観まちづくり賞の応募状況・

審査について、これはＡ４縦書き１枚でございます。  

 次に参考資料１、大田区の景観における重点施策の抽出に関する

参考資料集、Ａ３横書き。これが９枚のつづりでございます。  

 最後に、参考資料の２としまして、大田区の景観における重点施
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策の抽出に関する他自治体ヒアリング結果概要、Ａ４縦書きの２枚

とじ。１枚は両面刷りとなってございます。  

 参考として机上に置かせていただいている資料がありますので、

確認させていただきます。  

 大田区景観計画、青色の冊子でございます。  

 次に、その下に大田区景観計画概要版、青色の観音開きになって

います。 

 そして第１回及び第２回景観まちづくり賞結果パンフレット。各

冊子がそれぞれございまして、第３回景観まちづくり賞は、募集パ

ンフレット、今回募集していますので、募集ということで置いてあ

ります。 

 最後に、大森八景坂地区デザインコード。  

 以上が全てでございますが、過不足ございませんでしょうか。も

し、途中で気づかれた場合でも、挙手していただきましたら事務局

のほうで対応させていただきます。  

 続きまして、新任委員の皆様をご紹介させていただきます。  

 令和元年６月１日付で「学識経験のある者の委員」及び「関係団

体の構成員の委員」の交代がございましたので、ご紹介させていた

だきます。お手元の大田区景観審議会委員名簿をご覧ください。  

 新任委員の皆様につきましては、名簿備考欄に新任と表示させて

いただいております。 

 それでは、齋藤部長より新任委員の皆様のご紹介をさせていただ

きます。よろしくお願いします。  

齋 藤 幹 事  それでは、名簿に従いましてご紹介させていただきます。  

         まず、「学識のある者の委員」からでございます。  

 有賀隆委員でございます。  

有 賀 委 員  早稲田大学の有賀でございます。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

齋 藤 幹 事  同じく、二井昭佳委員でございます。  

二 井 委 員  国士舘大学の二井と言います。どうぞよろしくお願いいたします。 

齋 藤 幹 事  続きまして、「関係団体の構成員の委員」をご紹介させていただ  

きます。 
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岩下充博委員でございます。  

岩 下 委 員  大田区商店街連合会の岩下と申します。出身母体は大田区の蒲田

東口商店街でございます。よろしくお願いいたします。  

齋 藤 幹 事  以上３名の方でございます。よろしくお願いいたします。  

榊 原 幹 事  新任委員の紹介でございました。  

         続きまして、前回までの景観審議会におきまして会長を務めてい

ただきました中井委員が退任されましたので、改めて本審議会の会

長の選出に議事を進ませていただきます。  

 資料２をご覧ください。大田区景観条例施行規則第 30条第２項の

規定に基づきまして、「会長は学識経験のある者から選出する。」

旨定められております。委員の皆様から推薦等はございますでしょ

うか。 

杉 田 委 員  杉田でございます。 

         大田区景観計画策定時から、これまで大田区景観審議会副会長を

務められた野原委員を推薦させていただきたいと思います。  

榊 原 幹 事  杉田委員、ありがとうございます。ほかにご意見はございますか。  

ないようでございましたら、野原委員にお願いしたいと思います。 

         それでは、委員の皆様の拍手をもちまして、ご承認とさせていた

だきたいと思いますが、いかがでしょうか。  

（拍手） 

榊 原 幹 事  ありがとうございます。満場一致の拍手ということで、大田区景

観審議会会長は野原委員にお願いいたします。  

 それでは、野原会長よりご挨拶を頂戴いたしたいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。  

野 原 会 長  改めまして、今、会長を仰せつかりました横浜国立大学の野原と

申します。よろしくお願いいたします。  

         これまでは、一応、景観計画策定から携わらせていただきまして、

前回まで副会長ということでやっておりましたが、中井会長のよう

に快活に、スムーズに運営できるかどうかわかりませんが、私とし

ても精いっぱい進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

         来年にはオリンピック・パラリンピックもございまして、臨海部
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とか、いろんな動きもある中で、やはり大田区の景観をどういうふ

うにしていくかというのは非常に重要なテーマの一つというふうに、

ホットトピックにもなってると思いますので、ぜひ、この委員会で、

よりよい大田区の魅力ある景観の形をいろいろ議論しながら進めて

まいりたいというふうに思っておりますので、拙い会長になるかも

しれませんが、皆さんのご協力のもと、何とか進めてまいりたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。  

榊 原 幹 事  ありがとうございました。どうぞよろしくお願いいたします。  

         次に、副会長の指名でございます。  

         同じく資料２の中に、景観条例施行規則第30条第３項としまして、

「副会長は会長が指名する委員をもって充てる」と規定されてござ

います。会長、ご指名をお願いいたします。  

野 原 会 長  学識経験のある者の委員の中からということで、これまで一緒に

景観計画策定及び委員を務めていただいた大澤委員にお願いしたい

というふうに思いますが、いかがでしょうか。  

榊 原 幹 事  大澤委員、よろしいでしょうか。  

大 澤 委 員  はい、お引き受けいたします。  

榊 原 幹 事  ありがとうございます。  

         それでは、大澤副会長よりご挨拶をお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いします。 

大 澤 副 会 長  副会長を仰せつかりました大澤と申します。よろしくお願いいた

します。 

             野原会長を初めとする皆様のお力をお借りしながら、よりよい大

田区の景観まちづくり、大田区らしい景観づくりというものに努力

していきたいと思いますので、皆様、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

榊 原 幹 事  どうぞよろしくお願いいたします。  

         それでは、これより野原会長に議事進行をお願いいたします。  

野 原 会 長  改めて、よろしくお願いいたします。  

         それでは、まず、開会に先立ちまして、本日の審議会の成立及び

傍聴につきまして、事務局よりご報告よろしくお願いいたします。  

榊 原 幹 事  本日の審議会の成立につきまして、ご報告申し上げます。審議会
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の成立要件につきましては、大田区景観条例施行規則第 30条第６項

におきまして、「審議会は委員の半数以上の出席がなければ会議を

開くことができない。」と規定されてございます。  

         本日の委員の出席状況でございますが、委員 14名のうち、出席14

名、欠席0名ということで、定足数を満たしてございます。  

         また、本日の傍聴申込者数でございますが、 15時現在で２名とな

ってございます。 

         なお、事務局としましては、本日の会議内容に非公開とすべき内

容は入っていないと認識しております。  

         以上でございます。 

野 原 会 長  ありがとうございました。  

         ただいま事務局からのご報告がございましたとおり、定足数に達

しておりますので、本審議会は成立ということになります。  

         ここで、第11回大田区景観審議会の開会を宣言いたします。  

         それでは、傍聴者の入室を許可しますので、よろしくお願いいた

します。 

（傍聴者入室） 

野 原 会 長  よろしいでしょうか。では、進めてまいりたいと思います。  

         では、まず次第に沿いまして、進めてまいりたいと思いますので、

次第２、大田区景観審議会についてということで、事務局からご説

明のほどよろしくお願いいたします。  

榊 原 幹 事  はい。それでは、今年度新たに就任された委員の方もいらっしゃ

ることから、また、専門部会につきましても委員の方が交代された

こともございますので、大田区景観審議会について説明させていた

だきます。 

         資料２をご覧ください。  

         大田区景観審議会は、良好な景観の形成に関する重要な事項を調

査審議するため、設置しているものでございます。意見を聴かなけ

ればならない事項及び意見を聴くことができる事項は、第２項及び

第３項に規定されております。また、専門部会につきましては、下

段に記載のございます大田区景観条例施行規則第 30条第８項におき

まして、「審議会には、専門の事項の調査検討を行わせるため、専
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門部会を置くことができる。」と規定されてございます。  

         資料にお戻りいただきまして、資料１、大田区景観審議会委員名

簿の裏面をご覧ください。 

         今回交代のございます専門部会委員名簿及び景観賞専門部会委員

名簿が、それぞれ記載してございます。  

         専門部会につきましては大田区景観審議会で審議する議題を調査

検討するために設置してございまして、大田区景観審議会委員の「学

識経験のある者の委員」で構成され、構成案は名簿のとおりとなっ

てございます。 

         景観賞専門部会につきましては、令和元年８月 30日まで募集して

おりました第３回大田区景観まちづくり賞の審査を行うために設置

しており、構成案は名簿のとおりでございます。 

         以上でございます。 

野 原 会 長  ありがとうございます。  

         今のご説明で、景観審議会のあり方と、専門部会、景観賞専門部

会の委員についてのご説明がございました。  

         ここまでで、何かご質問とかご意見等ございますでしょうか。  

  一応、大体、この景観審議会が年に２回程度ですかね、大体ある

中で、その手前に専門部会が２から４回ぐらいの間で開催されてお

りまして、必要に応じて専門的な内容についても、学識経験のある

先生方に、ご意見伺っているということと、ちょうど、今年は、今

まで２年に１回やっておりますので、第３回大田区景観まちづくり

賞が、ちょうどこの前、募集を締め切ったところです。ですので、

これから、まさにこの審査に入るということで、こちらに名前を挙

げさせていただいている委員の先生方には、審査の委員をしていた

だくということになっております。  

         いかがでしょうか。特に質問、その他ございませんか。よろしい

でしょうか。 

  ありがとうございました。  

         それでは、専門部会及び景観賞専門部会については、こちらの名

簿にございますとおりの委員の方々に就任いただいて、引き続きご

検討お願いすることというふうになりますので、よろしくお願いい
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たします。 

         続きまして、議題の３に参りたいと思いますので、事務局より報

告をよろしくお願いいたします。  

榊 原 幹 事  本日は、報告事項２件となっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

野 原 会 長  では、一つ目の報告事項ということで、今後の大田区の景観施策

について、事務局よりご説明をよろしくお願いします。  

榊 原 幹 事  それでは、報告１、今後の大田区の景観施策についてとしまして、

資料３から資料６をご覧ください。  

         これから少し細かい話に入っていきますが、担当よりご説明をさ

せていただきます。 

事 務 局  私から、今後の大田区の景観施策についてご説明させていただき

ます。着座にて失礼いたします。  

         それでは、資料３をご覧ください。Ａ３、１枚の資料でございま

す。 

         大田区景観計画策定から、これまでの取り組みと各種景観施策の

取組み検討における今後の方針についてということで、景観計画策

定から、これまでの取組みを表１から表４でまとめてございます。  

         表１では、景観計画策定からこれまでの大きな取組みとして、過

去２回、景観まちづくり賞の募集及び表彰式を行っております。今

年度、３回目の募集を既に終了しております。また、平成 30年度に

は、洗足池地区を新たに景観形成重点地区に指定しております。  

         表２、表３は、届出の件数でございます。毎年 100件を超える届出

及び公共施設の通知がなされており、平成 30年度までの届出の件数

の合計は702件となっております。また、アドバイザー会議に意見聴

取を行った件数は、合計で113件となっております。 

         表４は、昨年度のアドバイザー会議の内容でございます。大田区

では、民間物件の計画は延べ面積１万平方メートル以上または高さ

45メートル以上の計画を、公共施設関係物件については、届出対象

規模以上を基本としまして、アドバイザー会議で意見聴取を行う対

象としております。表の用途の前に丸印のあるものにつきましては、

公共施設関係物件を示しております。  
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         下段に、昨年度末、平成 31年３月に開催しました第10回大田区景

観審議会でお諮りした内容について、改めて記載しております。今

年度は、良好な景観形成の実現に向けた今後の取組みについて、効

果、必要性や緊急性等を検証し、検討の順位づけと各取り組みの方

向性について整理をしてまいります。  

         続きまして、資料４をご覧ください。今年度の作業フローでござ

います。 

         今年度に入りまして、これまでの実績の整理、それから課題整理、

まちづくりの動きの把握等を行いまして、良好な景観形成の誘導に

向けた重点施策の抽出の検討を行っております。令和元年７月５日

の開催の専門部会でのご意見を踏まえて、本日の景観審議会にて検

討内容を報告させていただいております。今後、今年度末の景観審

議会での報告に向けまして、本日報告させていただく優先度の高い

施策について、次年度以降、行動計画の検討や関係部署との調整、

専門部会での検討を行ってまいります。  

         資料４は以上でございます。  

         続きまして、資料５－1をご覧ください。Ａ３横の資料でございま

す。表形式になっております。こちらの資料が、本日の報告のメイ

ンの資料となります。大田区の景観における重点施策の抽出の資料

です。 

         こちらの表は、縦軸を「1」通常の届出運用を中心とした景観誘導、

「2」景観形成重点地区の指定などによる面的な景観誘導、「3」大

規模建築物による景観誘導、「4」公共施設等の景観誘導、「5」屋

外広告物の景観誘導、「6」夜間景観の形成、「7」景観形成に寄与

する建築物や樹木の保全、「8」景観に対する意識啓発の八つの取り

組み項目に分けまして、複数の重点施策の抽出の視点ごとに、各取

り組み内容の、特に考慮すべき内容について整理することで取り組

み項目の優先度を評価したものです。右の太枠で囲った各視点を踏

まえた区としての考え方の欄に、施策検討の特に優先度の高いもの

には二重丸、二重丸の次に優先度の高いものについては一重丸を記

載してございます。 

         まず、「2」の面的な景観誘導につきましては、この後説明させて
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いただきます大森駅西口地区のまちづくりの動きと連動して、景観

形成重点地区指定に向けた検討のタイミングや効果への期待、必要

性を考慮しまして、特に優先的に検討するものとして二重丸として

おります。 

         また、「5」の屋外広告物による景観誘導につきましては、近年の

相談件数の増加や新しい広告媒体の存在、景観形成への影響の高さ

から、特に優先的に検討するものとして二重丸としております。  

         戻りまして、「1」の届出運用を中心とした景観誘導については、

振り返りの仕組みづくりなどの運用方法の見直しの必要性はござい

ますが、今後の事例の蓄積などが必要となりまして、即効性は期待

できませんが、地道な取組みが必要なことから二重丸の次に優先度

が高いものとしております。  

         「4」の公共施設等の景観誘導につきましては、区の景観形成の手

本となるもので、景観誘導における役割は大きいものの、「 1」の取

り組みと同様、地道な取組みが必要なことから、二重丸の次に優先

度が高いものとしております。  

         続きまして、「6」の夜間景観の形成でございます。観光ＰＲ等で

ライトアップの検討が進む中、東京都でも夜間景観形成のための手

引を作成するなどの動きを受けて、区でも良好な景観形成に向けた

検討が必要と考え、二重丸の次に優先度が高いものとしております。 

         その他の項目は、優先的に取り組む項目とはなりませんが、適切

な対応を検討してまいります。  

         また、今後取り組んでいくさまざまな施策を周知することにより、

「8」の景観に対する意識啓発につながるとも考えております。優先

度の評価には、他の行政庁の取組み等も参考にしております。他の

行政庁の取組み等につきましては、まとめた資料を参考資料として

本日配付しております。 

         こちらの資料の説明は、以上となります。  

         続きまして、資料５－２をご覧ください。こちらにつきましては、

先ほど二重丸、一重丸をつけたものについて、今後の取り組みのイ

メージをまとめております。  

         まず、「2」の面的な景観誘導につきましては、実際のまちづくり
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の動きに合わせ、来年度以降、景観形成重点地区の指定に向けた検

討を進め、今後の景観まちづくりの一つの進め方として確立してい

きたいと考えております。  

         「5」の屋外広告物による景観誘導は、来年度、規制誘導のあり方

や方向性の検討を行いまして、景観計画において誘導を行っていく

場合においては、令和３年度以降、実際の運用に向けた整理を行う

予定でございます。 

         「1」の届出を中心とした景観誘導、それから「4」の公共施設等

の景観誘導につきましては、来年度は課題の把握と運用見直しの検

討を行いまして、令和３年度以降、課題解決に向けた取り組みの検

討を行う予定でございます。  

         「6」の夜間景観の形成は、来年度、方向性の検討を行いまして、

令和３年度以降、具体的な施策の検討を行う予定でございます。  

         こちらの資料は、以上になります。  

         続きまして、資料６をご覧ください。大森八景坂地区まちづくり

スケジュールのイメージとなります。こちらの資料は、資料５－１、

５－２で説明させていただきました「2」の面的な景観誘導の優先度

評価の補足資料となっております。  

         大森八景坂地区につきましては、大森駅西側に位置しております。

平成24年にまちづくり協議会が発足しまして、地区の中央に位置す

る都市計画施設である都道池上通りの拡幅に合わせ、景観まちづく

りの機運が高まり、地区の魅力向上に向けて八景坂デザインコード

を作成しております。デザインコードにつきましては、本日、冊子

を参考にご用意させていただいております。今後、この地区につき

ましては、都市計画施設の整備に向けた動きを捉え、景観形成重点

地区の指定に向けた検討を進めていく予定でおります。  

         今後の大田区の景観施策についての説明は、以上となります。  

野 原 会 長  ありがとうございました。 

         ただいま、事務局から報告１についてご報告がございました。  

         今回は今年度の初回もあり、新任の先生もいらっしゃいますので、

ちょっと復習も兼ねてみますと、こちらに大田区景観計画の概要版

というのがございまして、これに大きな景観計画の全体像は書かれ
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ているということになります。  

         おめくりいただきますと、見開きに方針というのが四つ書いてあ

りますので、この四つの方針に基づいて景観を考えていきますとい

うことになりますが、それをちょっとめくっていただきますと、三

つの景観づくりを進めますということで、①②③というふうに書か

れております。 

①  は基本的な一般の全体の市街地における景観の考え方、ルール 

というのが書かれているものでして、これに基づいて、ある一定の

規模のものとか、大きなものに関しましては届出をするということ

になっているものです。 

②  は景観資源と言って、大田区の特徴的な景観の大切な資源が幾  

つか指定されています。例えば坂とか、あるいは文化財であるとか、

そういったものが記されておりまして、それと周辺を一体として景

観づくりをしようということになってまいすので、この景観資源の

周りにルールがかかっておりまして、それに関する事項というのが、

この②というふうになっております。  

③  というのが、先ほど八景坂の話もありましたが、景観形成重点  

地区という、重点的に、景観のことを考えていきましょうという地

区の指定がされていまして、それが、ここに挙げられる、今のとこ

ろ５つの景観形成重点地区というのが定められております。当初４

つだったのですが、景観審議会の中で洗足池というのが一つ増えま

して、５つの景観形成重点地区というのができております。今後、

より景観の地域として成熟して、景観のあり方をもうちょっと重点

的に定めていこうという地区に関しては、この地区に指定するかど

うかというのも、この景観審議会で審議する事項ということになっ

ています。 

         大きく分けると、この三つを柱にしながら確認をしているという

ことになります。それらが、実際どうなっていますかというのを書

かれていたのが、資料５－１ということになっていますので、こち

らをご覧いただいて、この中で重要な施策はどれだということは、

先ほどお示しいただきましたので、これらを、ちょっとご覧いただ

きながらご意見がいただけるといいのかなというふうに思っており
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ます。 

         すみません、ちょっと手前で私が余計にしゃべりましたが、今の

報告１について、皆さんのほうからご意見やご質問、ここがわから

ないということでも結構ですし、ここは、こういうふうにしたほう

がいいじゃないかというご意見があったら、ぜひご意見いただきた

いというふうに思いますので、どなたからでも結構ですので、挙手

のほう、よろしくお願いしたいと思います。  

         いかがでしょうか。 

         はい、川尻委員。 

川 尻 委 員  資料５－１のことなんですけれども、一番左側の項目があって、

それの、いろいろ優先度を決めたということだと思うんですが、そ

の後、資料５－２のところで、優先度の高いやつと、その次ですか

ね、二つ目の説明が書いてありますけれども、具体的に、その優先

度の高いのと何が違うのかなということ、中を見ていると、検討も

次年度から始めるんですね。これ、３カ年目の実施に入ると、優先

度が高いとなる、ちょっとここの違いがよく、これだけ見てるとわ

からないので、あるいは、これ以外の、二重丸、丸以外のやつの検

討が始まるのか、そこがちょっとよくわからないところです。教え

ていただければと思うんですけど。  

野 原 会 長  事務局、よろしくお願いします。  

榊 原 幹 事  まず、資料５－１と資料５－２の資料の丸の取り扱いというよう

な質問についてお答えします。  

 まず、今まで６年間やってきまして、さまざまな課題があったの

を、この資料５－１に大きく分類して整理をしたというところでご

ざいまして、その大きな項目というのが取組み項目で八つ左側に示

してありまして、その項目を、特にどういう視点で整理したらいい

かというのを横軸に、区の現状、今後想定される課題、景観形成へ

の効果、まちづくりの動向を踏まえた必要性、あと、 23区の動向と

いうような視点を整理しまして、横断的に課題整理したところなん

です。 

 それで、丸がついている、今の項目と視点をクロスさせて、特に

大きな課題、重点施策になり得るというところに丸をしてまして、
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丸が多いところは早目にやった方がいい、課題として早目にやった

ほうがいいというような整理をして、特に丸三つを二重丸として整

理をしてありまして、それ以下については一重丸ということで、取

組みの優先度をつけております。  

 今、では、優先度って何というようなご質問がありましたが、全

部それなりにやってはいくんですが、やはり早期に、短期的に解決

していくものというのが二重丸、それなりの視点の中で重点施策に

当てはまる視点というところで整理していますので、来年は１年、

取組みの方向性をじっくり煮詰めて、令和３年度から着手をしてい

きます。 

 そうすると、丸についても、令和３年度からやることになってい

るだろうというところでわかりにくいというようなお話もあったと

思います。この８つにつきましては、それぞれやっていかなければ

いけないところなんですが、主に二重丸を力を入れてやっていく一

方で、先ほどちょっと説明でありましたが、地道にやっていかない

と解決しないというようなところもありまして、二重丸は特に力を

入れて、並行して一重丸については、あわせて、優先度が高くはな

いんですけれども継続してやっていこうというふうに整理してあり

ます。 

 したがいまして、今年度、この課題整理をして、この審議会で取

組みの方向が了承されましたら、来年度、これを深度化していきま

して、深度化したものについて、令和３年度から、優先度の高いも

のから力を入れてやっていきます。  

 優先度が低いとは言いませんが、一重丸につきましては、並行し

て継続して地道にやっていくというようなことを考えてございます。 

         そうすると、いつまでどうなるのというところなんですが、それ

につきましては、来年度、深度化していきますので、その中でスケ

ジューリングを出していこうというような流れになってございます。 

         よろしいでしょうか。 

川 尻 委 員  何となくわかったような。そうすると、二重丸ついてないやつは

どうするんですか。 

榊 原 幹 事  二重丸、一重丸、そのほかに何もついてないというふうにありま
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すが、今言いました二重丸、一重丸を、やはり課題がいろんな視点

にまたがって明確になっていますので、それらについては、今言っ

たような、これからスケジューリングをしてやっていきますが、こ

の一重丸も、決してやらないというわけではなく、今後並行してや

ってまいります。 

川 尻 委 員  並行してやるということですか。  

榊 原 幹 事  ただ、優先度をつけてやらないと効果が上がらないということで

す。 

川 尻 委 員  それはわかるんですけど、どこがどういうふうに違うのかという

のが、これだけ見てるとわからなかったものですから。  

野 原 会 長  私もわからない感じもしますけど。  

         例えば、屋外広告物などというのは、もうこの２年、３年の中で、

何か、その方法を、もう結論を出したい。出すかどうかは、ちょっ

とやってみないと分からないですけど、出したいという意思表明が

なされているということですか。なので、優先順位、何回かの審議

会で議論して、大体、令和２年度末ぐらいまでには、こういう方向

での、ちょっとガイドラインになるのか何だかわからないですけど、

そういったものをちょっと示せる場所にしていけるように議論して

いきたいという理解でよろしいですか。  

榊 原 幹 事  優先度の高いものというのは早期に解決しなければいけないと

いうふうに考えてございまして、上位計画であったり、例えば、先

ほどご説明しましたが、屋外広告物などは、都などでも動きがあり、

景観に大きく影響するということから、早期に解決していきたいと

考えてございます。 

         また、２番の景観まちづくり、面的な景観誘導につきましては、

今、街の動きが大森地区でありまして、その動きに合わせて、これ

もまた早目に答えを出していきたいということで、方向性が確認で

きまして、了承いただけましたら、スケジューリングをお示しして

いきたいということでございます。  

野 原 会 長  二重丸のほうは具体的に物が動いたり、何か変化が来ていたり、

都のほうで動きがあったりとかというものに対して早目に対応し

ていきたいということなのかなというふうに思いますので、これは、
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機を逸さないように進めていきたいということかなと思いますね。

二重丸については、多分、そういうことだというふうに思います。 

         ほかにはいかがでしょうか。  

         加藤委員、よろしくお願いします。  

加 藤 委 員  二つほどあるんですけど、一つは今回の位置づけですけれども、

資料４を見る限り、きょうは、真ん中のところの、「本日」と書か

れてるところなんですけれども、それまでに専門部会があったんで

すけれども、前任者と新任者との交代があるということで、新任者

の方は、専門部会は出られたのですか。今の話だと、きょうが初め

てみたいで、第15回専門部会は欠員のままやられて、きょうの審議

会があるということでよろしいのですか。  

野 原 会 長  事務局、よろしくお願いします。  

榊 原 幹 事  今のご質問は、資料４の真ん中、第15回専門部会が、今日よりも

前にあったことに関してどうだったのかというようなご質問ですね。 

加 藤 委 員  どなたが出られたのか。新任の方は入られてたのか、入られてな

かったのか。 

榊 原 幹 事  実は、今回の第11回大田区景観審議会を設定する前に、第15回専

門部会を開催しておりまして、そのときには新任の委員の方にもお

声がけをさせていただいております。  

野 原 会 長  ちょっとイレギュラーだったんですけど、まだ本会がある前だっ

たのですが、一応、もう専門部会は、今回の新任の先生方も含めて

やりましょうということで進めています。  

加 藤 委 員  本題のほうの、重点施策ですけれども、２番目の景観まちづくり

というのは重点項目ということで全然いいんですけれども、現在、

指定されてる４地区自体も、私のイメージは、それほど積極的に誘

導しているというイメージはない中、その重点地区５項目ある中で、

洗足が一つ増えて、池上も検討していくということで、ここには書

かれているんですけども、それ以外の大森八景坂を、この項目一つ

に挙げたというのが、重点実施項目というところが多分重視される

と思うんだけど、それ以外のところを選んだというのが、ちょっと

わからないということでの確認です。  

 あと、大田区の景観をつくっていく上では、公共施設というのが、
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かなり、この前のページの資料３の大規模開発とかというところを

見ると、半分ぐらいが公共施設ということで、景観誘導していくた

めに公共施設をどうしていくかというのはすごく重要だと思うの

です。特に、現在、公共施設の耐久性というか、いろいろ更新時期

にかかってきてるということで、公共施設の建替えが、かなり急ピ

ッチで進んでいるので、それこそ景観を見ていくイメージで、４番

の項目が二重丸になっていいのではないかなというふうに思いま

した。 

         それと、５番、６番ですよね、屋外の規制とか夜間景観というの

は、都が進めているというお話もあったんですけれども、都は、ど

ちらかといえば都心の密集したところをいっていて、大田区で、本

当に、夜景をライトアップして人を集める施設なのかどうか、そう

いうところも含めて、広告もそれほど大田区で問題になりそうなと

ころは、この２番の景観まちづくりの対象にもなっていると思うの

で、広告をそれほど重視するよりは、公共施設を、より重視したほ

うがいいのではないかなという感じを受けました。  

         意見です。 

野 原 会 長  では、事務局のほう、いかがでしょうか。  

榊 原 幹 事  まず一つ目、重点地区の話で、今まで池上の街の動きは、これま

で報告させていただいておりましたので、今、委員のほうから池上

の話は聞いてたけれども、大森が浮上したのはなぜかというような

お話だと思います。 

 池上につきましては、まちづくり協議会等とお話をさせていただ

いておりまして、当然のことながら、地元の動きに合わせて、この

重点地区に指定していくかどうかというのが重要なポイントになり

ますので、そういう街の動きのある協議会などと意見交換しながら

進めておるところで、その中で、池上につきましては、まだ、こう

いう重点地区に指定することに対する機運がそこまでいってないと

いうことで、今、継続検討中というところでございます。ただ、か

なり歴史、文化、景観など含めて意識の高いまちづくりを、これか

ら進めていこうというところですので、今後、その辺は継続してや

っていくように考えてます。  
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         ただ一方で、大森地区につきましては、これからご説明しますけ

れども、大森、今日もパンフレットを置いてますけれども、八景坂

地区デザインコードというものが平成29年につくられて、今度、大

森駅西口の駅前広場なども大きく変わるような動きがありまして、

今回、重点地区に指定することの是非を審議していただきたいとい

うことで、急遽ここで検討していただきたいというふうなところで

二重丸をつけてございます。ただ、機を逃すと、なかなかまちづく

りに景観を反映するのが難しいものですから、そういう地域の動き

に合わせて二重丸にしているというところでございます。  

加 藤 委 員  今のところでいいですか。  

         大森八景坂の地域は、私は、景観というよりは、むしろ都市機能

としての安全・安心とかいうような、そちらのキャパシティーの問

題で優先的にやるべきだと思うんです。当然、優先度が高くてよく

て、あわせて景観もよくしようということで、一緒にやっていくと

いうことはすごくいいことだと思います。  

榊 原 幹 事  ありがとうございます。当然、景観もあわせて、今の狭い歩道と

かも大きく公共空間をつくりながら歩きやすいまちづくりというよ

うな取組みをしていくようなことから二重丸にしているというとこ

ろでご理解いただければと思います。  

         二つ目の屋外広告物と夜間景観形成などについては、それよりも

４番の公共施設等の景観誘導のほうが優先度が高いのではないでし

ょうかというようなご質問なのですが、まず一つは、屋外広告物に

つきましては、かなり、今、大田区なんかも、いろんな広告物が街

中に氾濫してるというと、また言い過ぎかもしれませんが、それが

よさだというようなご意見もありますけれども、設置されておりま

す。それで、ある程度のルールをつくって一つにまとめることによ

り、やはりこれからインバウンドなどを想定していくときに、わか

りやすい、もしくは誘導もあるんですけれども、景観を美しくして

いくという誘導もありますが、あと、外国人から見たときの視点と

して、やはりある程度、整理をされて、屋外広告物と一緒に、あと

標識などもあわせて、色使いとか街並みに合った景観に配慮するよ

うな取組みを検討していきたいというところで二重丸にしておりま
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す。 

 これにつきましては、ほかの自治体の動向などもヒアリングして

おりまして、なかなか悩みが多いというふうに聞いておりますが、

そのような取組みの成果というのも確認してございますので、早期

に行ってまいりたいと考えてございます。  

 ただ、一方で、委員のおっしゃったように、公共施設というのは、

かなり更新の時期を迎えていて、資料３の表にありますけれども、

アドバイザー会議にかける半数以上に公共施設が見られるというよ

うなお話がございます。 

 私ども、決して公共施設の取組みをないがしろにするというわけ

ではなく、これは、指針をつくって、庁内全域にこの取組みを周知

していくということから、少し時間がかかるだろうと思っておりま

して、その中で、できるだけ、規模にかかわらずアドバイザー会議

にかけるようにということを、今、試行的に、行っています。です

ので、ある程度、案を早目につくって周知をかけて、より効果が出

るような取り組みをしていきますが、形になるまで少し時間がかか

りそうだということで、今現在は一重丸というようなことで案内し

てございます。 

加 藤 委 員  公共施設という意味で、大田区の拠点だけでなくて、18地区全部

がかかわっていくような公共施設があるので、それぞれの地域の拠

点になっていくと思うのです。その拠点を変えていくときに、ただ

老朽化したから建て替えるだけじゃなくて、景観面もそうですし、

環境面もそうですし、あとは防災の対応とか、いろんな視点に合わ

せて公共施設を付加価値の高いものにもっていくチャンスだと思う

ので、この時期を逃すと、また大分なくなってしまうと思うので、

そういう意味で公共施設を重視したらどうでしょうかという話です。

意見です、これは。 

野 原 会 長  ありがとうございました。  

         ほかにはいかがでしょうか。  

         杉山先生、よろしくお願いします。  

杉 山 委 員  杉山と申します。よろしくお願いいたします。  

         質問と意見とまざったものを３件ほどさせていただきたいと思い
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ます。 

         １番と４番という、資料５－２の一重丸のほうなんですけれども、

ここだと景観アドバイザー会議での課題ということが両方に書かれ

ているんですね。ということは、アドバイザー会議で、かなり課題

が出てきたのだろうかというようなことを、ちょっと感じたりいた

します。 

 私は、前回もたしか申し上げたと思うんですけども、アドバイザ

ー会議の件数とか、そういうのはご報告いただいてるんだけど、内

容については、ほぼ聞いておりません。申し訳ないけれども、私は

景観審議会があまり把握していないというような状態がずっと続い

てきたのだと思います。ですが、アドバイザーの方たちがしっかり

やっていただいているとわかっていますし、理解もしてるつもりで

すけども、そこの動きに何か問題があったときに、景観審議会とし

てどう取組むのかとか、景観審議会で何ができるのとか、ちょっと

そこがわからないなというのが１点です。今、加藤委員からも公共

施設というような、この公共施設というのもどの範囲なんだろうか。

例えば、鉄道関連施設のようなものも含め、どこまで公共施設とい

うのをご協力いただくために、いろんな、そういう事業者さんにも

お声がけできるような内容にしていくのかとか、歩道だとか道路施

設みたいな工作物類にもお声がけできて、そういうふうに進めてい

くつもりなのか、ちょっと概要もわかりにくいので、この課題の持

っていき方、それと、この審議会のかかわり方みたいな感じを教え

ていただきたいのが１点ございます。  

         もう二つといっても、両方とも似たようなので一緒にお話します

けれども、屋外広告物と夜間景観ですけれども、例えば屋外広告物

のガイドライン、最近、本当によく作っていらっしゃると思います。  

 私、東京屋外広告物コンクールというものの委員会に参加させて

いただいておりまして、今年は委員長などもさせていただいたりい

たしました。たまたま有賀委員も入ってらっしゃるような委員会で

ございますけれども、いいものを、ちょっと褒めようというような

ことで、でも、割と地味で、知ってる方がすごく少ないと。東京都

知事賞みたいなのも出てるんですけど、ほとんどの皆さんがご存じ
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ないというようなことも含めて考えると、規制というのも、皆さん

広告物講習などで、サイズの問題だとか、そういったようなものを

法律的に正しいというようなことを皆さん取り組まれて勉強なさっ

てたりしてるのも存じ上げてるので、いいのがどういうのとか、大

田区の、例えば大森、蒲田などというところで、それぞれの、やっ

ぱり個性のある広告物とかあっていいのではないかと思っておりま

して、商店街の皆さんも一緒にできることとか、そういうふうに積

極的に広告物を使っていこうよというような方向性でつくっていた

だきたい。 

 本当に、これ要望になってしまうのですけども、そういう方向で

のガイドラインというか、その資料をお作りいただきたいなという

のが希望です。 

         それと同じように、デジタルサイネージなんかも、やはり渋谷に

行くと本当にびっくりしますけど、渋谷はあれでもいいかもしれな

いと、確かに思ったりしますしね。ですから、皆さん、やっぱり現

場で現物をちょっと見るみたいなことも含めて、ここの委員が参加

するのかわからないですけれども、やはり、街の広告物のあり方と

か、そんなのはぜひ、前例を勉強するというのはもちろんあります

けども、もう状況が変わっているのではないかなと思います。なの

で、現状を把握するために、皆さんの委員の方たちも、うまく見学

会や何かなさるのがいいかなというのは思ったりします。  

         それと、夜間景観も同様に、現状の把握ということを、もちろん

掲げてらっしゃるんですけれども、たまたま色彩学会ですとか建築

学会のほうでも、ちょっと聴講だけに参りましたけれども、住宅街

における街灯のあり方みたいな、やはりLEDランプが、ちょっとまぶ

し過ぎるのではないのとか、そういう具体的な光のあり方、ライト

アップして、わっと見せようという問題ではなくて、大田区は住宅

街もあるし、駅を降りたときの商店街の魅力というところでも、伝

統のデザインとか、ただ光っていればいいわけじゃないです。  

 だから、私も実は今年になって、その照明デザイナーの方の街歩

きなどということを、団体で主催しまして、ご一緒させていただい

たんですけど、わぁすごいという、ちょっとびっくりした状態があ
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りました。なので、皆さんもそういう実感を持って、歩いてみると

か、広告と夜間に関しては、そういう、ちょっと話題の場所である

とか、今何が課題なのかというような、東京都がやっているからや

りましょうよというのはなるべく避けていただきたいというのが正

直な感想です。意見といいますか、やはり、そこの地域の住宅街で

あるとか商店街の売上げアップのために頑張るんだぞとか、そうい

う背景がきちんとして、目標がきちんとしたものをお作りいただき

たいなというのがあります。ほかでやってるからやるというのだと、

ちょっと状況が違うので。それと、時代もどんどん変わってきて、

技術も変わってきてますから、やはり、本当に二重丸をこうやって

お付けになるんだったらば、どういう現状把握方法があるんだろう

かとか、いろんな方にご参加いただいて、意見の聴取の方法が、ど

ういうのがいいんだろうかですとか、そういったことを、もっと委

員の方にお声がけして、ご意見をまとめていただくとか、そんなふ

うに、期待というつもりでお話を申し上げました。  

加 藤 委 員  今の話を聞いて、私も納得しました。ただ、大田区らしい夜間の

あり方、照明のあり方という観点で見直していただければなと思い

ました。 

榊 原 幹 事  説明が悪くて申し訳なかったかもしれませんが、都がやっている

からというわけじゃなく、そういう動きがある中で、もうちょっと

細かく言いますと、今、委員のおっしゃったデジタルサイネージと

か、そういう届出も出てきたり、あと夜間照明に絡んでいうと、プ

ロジェクションマッピングをイベントでやりたいとか、そんな話も

出てきておりまして、やはりある程度、区としても、そういうもの

に対する扱う方法を整理しなきゃいけないだろうというのが、実は

事の出発点として大きな話としてはあります。  

 ただ、その一方で、今おっしゃった大田区の立ち位置、周辺の都

市とは違う立ち位置というのがございまして、蒲田、大森などの大

きな拠点、池上もそうなのですが、そういう拠点につきましては、

それなりの人を呼び込むようなやり方、住宅街には LEDがまぶしいよ

ねという話があったように、やはり生活圏に配慮した色彩のあり方

なども当然あると思っています。  
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 ただ、そういう課題がどんどん出てきている中で、私たちも勉強

して先進事例に取り組んでいます。この間、町田市にも行ってまい

りましたが、皆さん同じように苦労されていて、それであれば、ぜ

ひ、この審議会で先生方または委員の皆さんのお力をお借りしなが

ら、うまく方向性をまとめられたらなというふうに考えております。 

         ですので、課題もちょっと明確にというお話がありましたが、こ

れから深度化して、今回方向性を提示してございますので、今いた

だいた貴重な意見などを参考に課題整理させていただければなと考

えてございます。 

         最初のアドバイザー会議の課題というところでございますが、か

なりの数をアドバイザー会議を通しているわけなんですけれども、

その中で、この間、ちょっと一例を申し上げますと、臨海部の羽田

旭町に物流拠点の大きな施設ができまして、そこは、かなりデザイ

ンを凝って作られていた。ただ、色の使い方というのが、いろんな

角度によって色が見えたり見えなかったりするというようなところ

がございまして、アドバイザー会議にかけてアドバイスをもらった

りしたんです。今回、景観まちづくり賞の中にも出てきております

が、非常に、それがいいのか悪いのか、難しいような判断がござい

ました。 

 ですから、そんなような取組みは、これから審議会で、先生方に

ご意見をいただきたいなというようなこともございます。  

 あと、アドバイザー会議での成果というところにつきましてもき

ちんと公表して、アドバイザー会議にかけて、それを聴いていただ

いてどう変わったかみたいなところまで、やはり成果として出して

いく必要があるだろうというふうに思っておりまして、先ほど審議

会には報告がなかなか上がってきませんというようなご意見があり

ましたが、そういうところは、やはり今後、大田区全域に知らしめ

ていくために、その成果をまず審議会にお諮りして、先ほど言った

ような課題もご相談をして、それで今後進めていこうというところ

で、審議会には、ある程度の成果、もしくは取り組みとして、課題

と言いますか、悩んだところにつきましてはご報告、ご意見いただ

くような取組みを展開していきたいというところで、１番と４番に、
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そのような記載がございます。  

         あと、公共施設、どこまでの範囲なのかというご質問なのですが、

なかなか民間施設まで、鉄道事業者などまでお願いをするというの

は難しいところでございまして、今現在は、道路共用、あと、先ほ

どほかの委員からもありましたが、いろんな複合施設、今改修の時

期ですので、そんなものが対象になってございます。  

 ただ、それらの方針を示すことで、ある程度成果が出ましたら、

そういう関係事業者まで、お願いになるとは思いますが、広げてい

くような取組みができるのかなと考えておりますので、その辺につ

きましても、今後、方向性がご了承いただけたら、深度化していく

中で、また審議会にお諮りをしてご意見いただきたいと考えてござ

います。 

         以上です。 

武 藤 幹 事  補足で説明させていただきたいと思います。  

         道路公園課長の武藤でございます。  

         先ほどのプロジェクションマッピングについて、イベント等々で

発言させていただきました。いろんな地区で、イベント等で壁面に

流れるような景色ですとか風景ですとかを映し出して、よくイベン

トで見る光景かなと思われるところでございますが、イベントの中

で特定の方に見せるものに関しましては、屋外広告物という一つの

枠は外れてしまいます。実態といたしまして、屋外広告で壁面に映

したいよという方、結構な数いらっしゃいまして、今、壁面に関し

ての広告に関しても規制がございます。今、状況といたしまして、

東京都も、そういったほうの観点、陳情を受けているように、陳情

と言いますか、多方面から話が来ているようでございまして、今、

社会実験をしておりまして、たしか８月の中で一回終わったかなと

いう認識をしております。  

 今後、都の動向等も注視いたしまして、より屋外広告物について

検討を重ねていかなければいきませんので、この二重丸という表記

をさせていただいております。  

野 原 会 長  よろしいでしょうか。 

         今の話も、今日はちょっと中身に入りますと、全部やるとすごい
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ことになってしまうので、具体的に、ちゃんと、その夜間景観及び

広告を議題に挙げるときに、そもそもどういう課題が存在していて、

それをどう緊急な中で話題にするかと、ちゃんと説明していただけ

ればいいかなと思いますし、もちろん、都の動向も見ながらですけ

ど、先ほどもご意見がございましたとおり、大田区さんとしては、

どういう形で、それに対して対処していくのかとか、要は、プロジ

ェクションマッピングみたいなものというのは、今まではカテゴリ

ーが無かったわけなので、どこを見ても書いてなかったということ

になりますので、それをどの部分で扱って、どういうふうに適切に

誘導していくのかというのを検討してくださいということだと思い

ますので、そのあたりを検討していただいた上で議題に挙げていた

だければというふうに思います。  

         あと、アドバイザーの件も含めた１番に関しては、これは実は専

門部会でも議論になった話題でして、かなりアドバイザーの先生方

にはご尽力いただいて、そこで止めているというか、そこで頑張っ

ていただいているので、特に大きな大事が起きてないということで

もあると思うんです。 

 逆に言うと、その間の中で、かなりいろいろご苦労されていると

思いますので、やはり、その部分の蓄積というのは非常に大事だな

と私も思っているので、ぜひ、情報を残すのが大変だとは思うので

すけど、ある程度、情報をちゃんと残しておいていただいて、その

形をもとにして有意義な結果に、それを活かすことのできるような

結果になるように整理していただくということと、場合によっては、

審議会全体は一部しかご報告いただけないかもしれないですけど、

専門部会にアドバイザーの先生、例えば出ていただくとか、アドバ

イザーの先生も、ここに並んでいてもおかしくはない、本当に遜色

ないというか、むしろそれ以上頑張っていただいている先生方なの

で、多分、これまで長きに渡ってやっていただいている中でも、か

なりいろんなご経験というか、情報の蓄積があると思いますので、

ぜひ、それがうまくフィードバック、情報フィードバックという言

葉もあったような気もしますので、具体的にどういうふうにできる

かというのをご検討いただきたいなというふうに思います。  



－- 26 -－ 

         そろそろ時間も来ていますけれども、もう一、二、多分お伺いで

きると思うので。 

         では、二井委員、よろしくお願いします。  

二 井 委 員  二井です。 

         重点項目の中に、いわゆる規制だけではなくて、みんなでいい街

並みをつくっていこうというような機運を応援する景観まちづくり

が入ってたりとか、あるいは、自らを正すということだと思うんで

すけど、公共施設をきっちり作っていくというのが入っているとい

うのは良い点だと思うのです。  

 これ、ちょっとご検討いただきたいということでコメントなので

すけど、公共施設って、大きく２種類あると思っていまして、それ

は、一つは大田区がやる公共施設です。もう一つは、例えば東京都

とか国がやる公共施設です。  

 私、景観計画のすごく良い点というのは、いわゆる上位も下位も

ないんですけれども、いわゆる国とか都とかという、なかなか口を

出しにくいところであっても、今回みたいな景観形成重点地区にか

かってくるところで変更が行われる場合には、積極的に介入してい

くということです。 

 例えば、呑川の改修を東京都がやろうとしている場合には、でき

るだけ大田区の魅力が高まるようなことを東京都の河川部隊に対し

て協議する場を作っていくとか、あるいは、今、沿岸部に景観形成

重点地区がかかっています。私、国の関東地整の景観アドバイザー

もやっているんですけど、こういう自治体が景観形成重点地区とか

をかけていると、そこで改変とか開発をしようとしたときに、その

整備のランクをちょっと上げて、より丁寧に検討しなければいけな

いというふうに変更するということをやっているんです。  

 これ、多くの自治体に知られてないようなんですけども、そうい

うふうに考えていくと、実は、この公共施設というのは、もちろん

大田区さんの中でやられている、今見ますと、やはり建築物が多く

て、もう少し土木的なものが建っていくようにしてもらいたいなと

いうふうには思うんですけど、それと同時に、せっかくこれだけ多

摩川とか呑川とか、非常にいいところに景観形成重点地区をかけて
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おられますので、国とか都とかの動きも含めて、ここの管理してる

ものも、できれば何か、改変するときに協議できることも目指して

いただくと非常にいいかなというふうに思います。  

         そういうふうになってくると、国や都と、ある意味いろんな協議

をする場に景観アドバイザーの方にも出ていただいて、時にいろん

なやり方で、国や都の計画を変えていただくような協議が必要にな

るかと思いますけど、そういうことも含めて目指してもらうと、呑

川の場合だと、呑川の沿道だけじゃなくて、呑川自体に何かがあっ

たときに魅力づくりに一役買えるということがあるかなと思います

ので、ご検討いただけるといいかなと思いました。  

榊 原 幹 事  今、上位団体、国や都の公共施設にも、いろんな区の考えをきち

んと伝えたほうがいいですねというお話をいただきまして、実は、

川崎の横断道路って今造っていて、来年の３月にできますが、それ

に関しては、大田区のアドバイザー会議にかけてまして、事業主体

は東京都と川崎なんですが、当然のことながら、色の話とか、あと

は地元からのご意見として、多摩川の河川敷から日の出を見たとき

に、その橋梁が個性を主張しないような、景観を阻害しないような

色にしてくださいみたいなことも、景観アドバイザーさんと相談を

して、区から意見として上げているような経過もございます。  

 したがいまして、当然、今おっしゃったような区の景観計画もご

ざいますので、やはり、もうちょっとアドバイザーさんに負荷がか

かるかもしれませんが、場合によってはそういう協議の場に一緒に

行っていただいたりすると、私たちも心強いと思いますので、ぜひ、

そんな活用も視野に入れながら、いただいたご意見を参考に、もう

少し幅を広げてやっていければなと思います。  

         以上でございます。 

野 原 会 長  ありがとうございます。  

         何となく、景観審議会、私も幾つか出てますけれど、２種類あっ

て、景観審議会であまりそういう案件を審議しないタイプとするタ

イプとあるんですけど、こちらはしないタイプ。多分、今まで１件

しか、丸子橋しか多分やってないのではないかと思うんですけど、

丸子橋のときは、まさに審議会に挙げて、議論も１回したのですけ
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ど、それ以外は、多分、今まで、要はアドバイザーの方々が、かな

り頑張っていただいているという状況になっていて、ちょっと仕分

けの仕方を考えなければいけないのですけど、場合によっては、そ

ういう大きな案件に関しては、審議会を通してするとか、そういう

のも、アドバイザーの方々ともご意見を交換しながらだと思います

けれど、検討してもいいのかなというふうに思いますので、アドバ

イザーの先生方のご意見も聴取していただいて、どういう形でやる

のがいいのかというのは、今後検討していただいてもいいかなと思

います。 

         あと、大田区景観計画本編を見ますと、147ページ以降に景観重要

公共施設の指定というのがありまして、特に、今、二井委員からご

意見のあったような上位自治体に関わるのは、やはり川なので、川

が多いですけど、多摩川、呑川、内川、海老取川、丸子川の５つ、

指定がしてあって、これは全部、厳密に言えば上位自治体の管轄の

ものだったりとか、そういうものもございますので、この辺もうま

く活用しながら、上位自治体さんも含めて、よりよい景観ができる

ように、継続的に調整だったり審議をしていただけるといいのかな

というふうに思います。 

         貴重なご意見だったと思います。どうもありがとうございました。 

         そろそろお時間が来ているのですが、よろしいでしょうか。         

私から、２点だけ申し上げたいと思いますけど、皆様から、今すご

く貴重なご意見いただきましたので、それに基づいて検討いただき

たいと思います。 

         あと一つは、やはり先ほど公共施設の話がございましたが、４番

で、これまでの取り組みの中に、大田区公共施設景観ガイドライン

（案）というのがございまして、前委員である福井委員にもかなり

ご尽力をいただいて、何とか（案）まで来ましたので、これはやは

り、何とかうまく実現できるように、具体的にどうやってうまくで

きるかというのはありますけど、そういう意味では、ちょっと二重

丸でもいいかなとは思っているぐらいではあるのですが、ぜひ、要

は流れが途絶えてしまうと、またそれを具体的にやる動きがとまっ

てしまいますので、ぜひ継続的に、具体的に実施、策定に向かえる
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ように進めていただきたいなというふうに思うのが１点です。  

         あと１点は、今日も幾つかご意見がありまして、規制ルールも大

事なんだけど、やはり盛り上げるというか、表彰だったり、あるい

は良いものを評価するというのも非常に重要ではないかということ

で、現在、まさに景観まちづくり賞を、進めていただいています。

そこの欄は丸ではないんだとちょっと思ったんですが、そのあたり

もぜひ、普通に進んでいるものは書いてないということだと思うん

ですけど、継続的に進めていくためにも、単に表彰だけじゃなくて、

やはり景観そのものの啓発は継続的にしていかないと、まだまだ、

本当は魅力的なものがたくさんあるんですけど、なかなか周知され

ていなかったり、そこに目が向けられてないところもあるのかなと

いう感じがありますので、啓発のあり方とか、その表彰のあり方、

エンカレッジのあり方も、継続的に、具体的にどういうのをすれば

いいのかというのも、ぜひ、いろんな先生からもご意見いただきな

がら、何か良い方法ができるといいのではないかというふうに思い

ますので、ちょっと中身はまた別途、いろんな部会等でご議論いた

だきたいと思いますが、その点についても検討いただきたいという

ふうに思います。 

         ということで、以上で、報告１につきましては、一応報告いただ

いたということにさせていただきたいと思います。どうもありがと

うございました。 

         では、続きまして、報告２ですね、第３回大田区景観まちづくり

賞について、今の話にもちょっと関連しますが、ご説明のほど、事

務局よりよろしくお願いいたします。  

榊 原 幹 事  それでは、報告２、第３回大田区景観まちづくり賞についてとし

まして、資料７、第３回大田区景観まちづくり賞の応募状況・審査

についてをご覧ください。  

         詳しくは、担当よりご説明させていただきます。  

事 務 局  では、引き続き、私のほうから説明させていただきます。  

         資料７と、参考にご用意しました第３回大田区景観まちづくり賞

募集パンフレットをご覧ください。  

         今年度、良好な景観資源を守り育てる仕組みづくりの一つとして
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行ってまいりました大田区景観まちづくり賞の募集を、令和元年５

月15日から８月30日まで行ってまいりました。もう既に終わってい

るんですけれども、今年度の新しい取り組みとしては、ネットでの

ウェブ応募ができるようにしたりとか、募集を増やすような取組み

をしてまいりました。 

         資料７を見ていただきますと、自薦・他薦を含めまして、街並み

景観部門が45通、物件数としましては43物件、それから景観づくり

活動部門につきましては６通、６の活動団体の皆様からご応募をい

ただきました。 

         今後、先ほどご紹介がございました景観賞専門部会の委員の皆様

のご協力によりまして、令和元年９月から 12月にかけまして開催予

定の景観賞専門部会で審査を行っていただく予定でございます。そ

の後、次回、景観審議会、今年度の末、令和２年３月ごろを予定し

ておりますけれども、そちらのほうで決定を得まして、令和２年５

月ごろ、表彰式等を実施する予定でございます。  

         大田区景観まちづくり賞の応募状況・審査について、説明は以上

となります。 

野 原 会 長  ありがとうございます。  

         今、ご報告がございましたが、皆様のお手元にも第３回景観まち

づくり賞の応募の紙だけはございますね。あと、１回目と２回目の

結果のものもあわせてございますので、新任の先生もいらっしゃい

ますので、１回目、２回目なんかも、ご覧いただければというふう

に思います。 

         この大田区景観まちづくり賞に関しまして、何かご質問等ござい

ましたら挙手の上、ご発言いただきたいというふうに思います。よ

ろしくお願いいたします。いかがでしょうか。  

         ちなみに、ウェブ応募とかをやってみて、どういう割合になって

たんでしょう。 

榊 原 幹 事  実は、ウェブ応募はあまりなくて、たしか２、３件だったと思い

ます。 

野 原 会 長  そこは、あまり効果を発揮せずということですか。  

榊 原 幹 事  ただ、景観審議会等でアドバイスいただいた小学校へのポスター
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掲示とか、そんなことも今回はやらせていただきました。  

野 原 会 長  はい、ありがとうございます。  

         いかがでしょうか。 

         景観賞専門部会の委員の先生とか、何かコメントありますか。今

のところは、特にございませんか。  

 いよいよ、これから実際の審査が始まると思いますので、ちょっ

と私も卒業生でございます。私、２回目まで委員をしておりました

ので、委員も結構つらい景観まちづくり賞なので、先生の皆様には

いろいろご尽力いただかないといけないかなというふうに思います。 

         前回、２回目から比べますと、応募の件数というのは若干減って

はいるんですけど、やはり１回目、２回目、３回目と続けていくと、

最初に一番集まるというのはどこでもそうかなと思いますので、微

減していますが、今回、45通で43物件なので、重複物件はあまり少

なくてということですよね。  

 前回は59通で51件なので、同じ物件が何個か他薦で出てきたりと

かしているので、結果的には59通来てるんですけど、審査したのは

51個の物件だったりしましたので、そういう意味では、ちょっと減

ってますけど、それなりの数出ているのかなというふうに思います

ので、ぜひ、ご審議いただいて、進めていただきたいと思います。  

 あと、専門部会や、今までの議論の中でも出てきたのは、やはり、

なかなかいきなり賞を応募するというのは、こういうのになじみが

ない方はハードルもあったりするので、場合によっては、ちょっと

手前で、そういう景観に関するワークショップとか何かをして、そ

のまま応募、発見をみんなでしてしまうとか、つまり、そこで学ん

だことで、そのまま、賞の応募を探していけてしまうような、そう

いう取組みとか、何か景観を知ることと、この景観まちづくり賞が

うまくつながっていくような、そういう工夫もあってもいいのでは

ないかなどという話も、今までちょっと出たりもしてたりしていま

す。本当は、ちょっと１回お休みするかもみたいな話もあって、少

し整えてからということもあったんですけど、今回は結局、結果的

には２年に１回続けてやるということになりました。今回、もう一

回様子を見ていただいて、よりよい啓発も含めたいい方法があった
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ら、そこを掘り下げていくというのも一つの方法だと思いますので、

今回の結果を見て、また来年度以降、どうしていくかというのを具

体的に議論していただければいいのかなというふうに思います。  

         加藤委員、よろしくお願いします。  

加 藤 委 員  過去２回参加して、今回３回目ですけれども、区民の啓発という

ところでは、それほど広がってるという感じは、参加してながら申

し訳ないですけど、感じられないです。 

 周りの人に聞くと、やはり、賞をもらって何もらえるのというふ

うに聞かれるんですけれども、表彰状だよと。あと、パンフレット

に載るよというレベルで、やはり、街の中に残してみんなが見ると

いう形のものを残さないと、なかなか広がりも関心も持ってもらえ

ないのかなと思うんです。  

 僕は前から言ってるんですけれども、プレートなり、何か街の中

に置くとか、建物であれば建物に飾ってもらうとか、私も受賞した

ところへ行って見るんですけれども、飾ってないところもあれば、

飾ってあるところもあるんだけれども、ちょっと日やけして、ちょ

っとさびしい表彰状になってるなという感じもするので、やはり、

インセンティブみたいなものも、ちょっとあったほうが関心が広ま

るのではないのかなというふうに、２回やって感じております。  

榊 原 幹 事  まちづくり賞等で受賞された方々にインセンティブをというお

話がございましたが、正直、なかなか啓発がうまくいかないという

のは、私どもも考えております。  

 その中で、例えば第２回景観まちづくり賞の建築家、山口文象自

邸とか、パンフレットの表に出てますが、この施設につきましては

街歩きでご紹介してまして、有名な建築家が造られて賞をいただい

たみたいなところで、コースの中に入れたりしてるんですね。一つ

には、そういうところで景観まちづくり賞というのが息づいていっ

て、広く区民に広がっていけばいいなと思っておりますので、先ほ

どおっしゃっていた、講座などをやって、その後街歩きをみたいな

こともございましたが、そういうのと絡めてコースに位置づけて多

くの人に知っていただくような取組みが広がっていけばなという

ふうに今は考えております。また、一重丸に、たしかしていますの
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で、今年度やってみて、来年、深度化していく中で、皆様のご意見

をいただいて、２年に一遍なのか、３年に一遍なのか、一回周知す

るために風景などの、大田区百景じゃないですけども、そんな取り

組みをワンクッション入れて広めていくとか、いろんな工夫を、ま

たしてまいりたいと思います。  

         以上でございます。 

野 原 会 長  ありがとうございます。  

         では、大澤委員、よろしくお願いします。  

大 澤 副 会 長  啓発という意味なんですけれども、今伺っていて思ったのが、例

えば観光のパンフレットであるとか、それに類するようなものに、

例えば景観まちづくり賞を受賞したものを載せるであるとか、もち

ろん、観光にそぐわないものもあるかもしれないので、そこは取捨

選択必要でしょうけれども、そういった、何か連携があってもいい

のかなというふうに、一つ思いました。  

         それと、あと、さっき杉山委員のほうからよい広告を褒めるとい

う話がありましたけども、例えば、この景観まちづくり賞の街並み

景観部門の中かもしれないんですが、そういう広告というものを積

極的にうたって募集するということも、もしかしたらあってもいい

のかなと。件数が減っているんであれば、では、別の形で、広告と

いうものも売りにするんだよと。これが一つの大田区景観まちづく

り賞の、もしかしたら独自性になるのかもしれないのかなと、ふと

思いました。 

         以上です。 

野 原 会 長  以前出た話でも、要は、結構この形でずっとやり続けるというの

は、当然、そんなにストックがめちゃくちゃ出てくるわけじゃない

んで、大変な中で、場合によっては、例えばテーマを設定してやっ

てみるみたいなのもあるかもねみたいな議論も、当初、景観まちづ

くり賞を立ち上げるときにそういう議論もありましたので、今、例

えば、広告などというお話もありましたけど、そういうところも少

し加味しながら、今後、４回目以降だと思うんですけど、そういう

テーマ型なんかも考えてみるというのも場合によってはありますの

で、いずれにしても、何かよりよい広がりを創るというのを、継続
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的に検討いただいたらいいのかなというふうに思います。  

         ほかにはいかがでしょうか。特にございませんか。  

         私、実は、先ほどもちょっと申し上げましたけど、１回目と２回

目の景観賞専門部会の部会長でしたので、まさに賞をやる側の取り

まとめをさせていただいてたんですけど、実際、受賞して、その後、

授賞式みたいな式はやるんですけど、そのときは非常に盛り上がっ

てというか、受賞された方々には非常に励みになる、良い賞になっ

ているのかなというのは結果的には思いますし、先ほど、ちょっと

プレートがあったらいいのではないかというご意見がありましたが、

以前、ちょっと検討したことがあるんですけど、急ぎだったので、

なかなかまとまりませんで、結果的に違う形になってるのですけど、

前にはそういう話もあったので、時間があるうちに、そういうこと

もあり得るのかどうかと、そういう検討はしていただいてもいいの

かなと思います。 

 いずれにしても、受賞そのものは非常に喜んでいただいて、かつ、

結果的に、ここで選ばれている皆様も一部ありますけど、基本的に

選ばれたことをもとにしながら、いろんな活動を展開されている

方々も結構多いかなというふうに思いますので、そういう、せっか

くの努力なので、今までの受賞者や、受賞作品を、やはり有効に活

かして、先ほどツアーなどという話もありましたけど、そういうと

ころをうまく活用していくというのも、多分あると思います。今後

の広がりについても、もう少し検討していただく、工夫していただ

くことで、より広がりが出ていく可能性もあるかなと思いますので。 

 いずれにしましても、第３回の様子なんかを見ながら、また今後

のあり方を、少し検討していただくといいのかなというふうに思い

ます。 

         では、よろしいでしょうか。  

         どうもありがとうございました。これで、一応報告２ということ

にさせていただきたいというふうに思います。  

         それでは、これで一応、本日ご用意させていただいた議題は以上

ということになるというふうに思いますので、これで事務局のほう

にお戻ししたいと思います。  
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榊 原 幹 事  皆様、本日、長時間にわたり、さまざまなご審議をいただきあり

がとうございました。次回、また令和２年３月を予定しております。

日程等につきましては、また別途ご案内させていただきますので、

よろしくお願い申し上げます。  

         最後に、私どもの部長のほうから、ご挨拶をさせていただきたい

と思います。 

齋 藤 幹 事  皆さん、本日は活発なご議論をありがとうございました。  

         なかなか、景観というものを区民の皆様方に発信する中では、受

け手側の区民の皆さんからすると、景観って漠然としていて、ちょ

っとわかりにくいなということがございます。景観については、単

にきれいな景色を形成するということだけではなくて、その一人ひ

とりの区民の心の中に歴史・文化の認識であるとか、それから地域

愛であるとか、そういうものを醸成することが大事だというふうに

考えてございます。そうした中で、どのようにそれをするのかとい

うのが大変難しくて、今日のお話にもあったように、結果だけをぽ

んとお示しするのではなくて、議論の過程であるとか、なぜこうな

ったのかというところの、そういったものも示していく必要がある

だろうなというのを改めて感じました。  

 そういう点からすると、この景観審議会で、そういうところもご

議論していただいて、どういうふうにこの景観自体を区民の皆様方

に伝えていくのかというところのアドバイスもいただければ、今後

ありがたいなというふうに考えてございます。  

 そういう意味では、この景観審議会、それから専門部会を、より

有効に機能させていきながら、私ども、考えていきたいと思ってお

りますので、どうぞ、今後ともよろしくお願い申し上げます。  

 ありがとうございました。  

榊 原 幹 事  本日は、誠にありがとうございました。この後、景観賞専門部会

の委員の方におかれましては、引き続き景観賞専門部会を開催しま

すので、よろしくお願いします。  

         以上でございます。ありがとうございました。  

午後４時35分閉会 

 


